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口腔乾燥義歯患者における咀嚼能力の回復は，口腔細菌叢を正常化する
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研究成果の概要（和文）：口腔乾燥義歯患者では，う蝕，歯周病，義歯の維持力低下，カンジダ症によるQOL の
低下が指摘されている．上顎欠損患者における口腔乾燥の要因は，放射線療法，多剤長期服用や唾液腺切除など
多くが存在する．補綴治療により回復された機能は口腔乾燥により生じるう蝕，歯周病などにより再び低下する
ため，QOLに及ぼす影響は一般の義歯装着患者よりもさらに深刻である．
本研究では，顎欠損患者を対象に，口腔乾燥義歯患者における咀嚼能力と口腔水分量との関連を検証する目的
で，上顎欠損患者の舌粘膜の水分量とこれに関連する要因を検討するとともに口腔乾燥と咀嚼能率に関係する咬
合支持との関係について検討を行った．

研究成果の概要（英文）：Denture wearers with dry mouth suffer from an increased rate of dental 
caries and periodontal disease, decreased denture retention and oral candidiasis, resulting in a 
negative effect on their QOL. In postoperative oral tumor patients, there are many factors that are 
able to cause dry mouth, including radiotherapy, long-term use of multiple drugs and resection of 
the salivary grand.
The recovery of oral function of postoperative oral tumor patient with maxillofacial prosthesis is 
decreased by dry mouth, which cause dental caries and periodontal disease. Therefore, the effect on 
QOL is more severe than in general denture wearers.
In this study, for the purpose of examining the relationship between chewing ability and oral 
moisture in dry mouth patient with denture wearers, we examined the factors affecting the oral 
moisture of lingual mucosa of patients with maxillary defects and examined the relationship between 
dry mouth and occlusal support related to masticatory efficiency.

研究分野：歯科補綴学

キーワード： 口腔乾燥症
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１．研究開始当初の背景 
推定 3000 万人以上とも言われる口腔乾燥
症患者の多くは，義歯を装着した高齢者であ
る．義歯を装着した口腔乾燥症患者では，義
歯の維持力の低下，義歯性口内炎，う蝕や歯
周病の悪化，味覚障害，カンジダ症などによ
り QOL が低下する．そのため口腔乾燥に対
する適切な診断が必要である．しかしながら，
これまで口腔乾燥の診断にはガム法やサク
ソン法など刺激唾液分泌量が用いられてお
り，咀嚼を要することや試験時間の長さから
高齢な義歯装着患者には不向きで正確な評
価ができなかった． 
そこで，我々は口腔機能に依存しない口腔
乾燥の評価方法として，口腔水分計を用いた
研究を行い，口腔乾燥の自覚症状と頬粘膜な
らびに舌粘膜の水分量は相関関係を示すこ
と，口腔乾燥の自覚がある者では，頬粘膜に
比べ舌粘膜で有意に水分量が低下すること，
さらに舌背の水分量と唾液湿潤度ならびに
これらと口腔乾燥の自覚症状は相関関係を
示すこと，口腔乾燥の診断の指標には頬粘膜
よりも舌粘膜における水分量の評価が重要
であることなど一連の研究成果を得ている． 
また，義歯装着患者と関連の深い咀嚼や唾
液分泌については，これまでの研究報告から，
義歯装着患者の最大咬合力と咬合支持が咀
嚼能率に対して強く影響を及ぼすことや咬
合力と唾液分泌量は相関することが明らか
となっている． 
一方で，口腔乾燥症については，上顎欠損
患者における口腔乾燥の要因は，全身疾患の
症状や服薬の副作用に加え，腫瘍切除術，放
射線療法，化学療法など多くが存在し，補綴
治療により回復された機能が，口腔乾燥によ
り生じるう蝕，歯周病などにより再び低下す
ることが多く，QOL に及ぼす影響は一般の
義歯装着患者よりもさらに深刻である． 
このような研究背景から，唾液分泌量の低
下した口腔乾燥状態を呈する義歯装着患者
では，咀嚼能力が低下することが強く疑われ
るため，口腔腫瘍切除により重度の咀嚼障害
を生じ，かつ，口腔乾燥のハイリスク集団で
ある顎欠損を伴う顎義歯装着患者を対象に
咀嚼能力と口腔乾燥について検討を行った． 

 
２．研究の目的 
本研究では，口腔乾燥義歯患者の咀嚼能力
と口腔水分量の関連を検討するため，上顎欠
損患者の舌粘膜の水分量に関連する要因を
調査するとともに口腔乾燥と咬合支持なら
びに口腔細菌叢との関係について検討を行
うものである． 
 
３．研究の方法 
 顎義歯を装着した上顎欠損患者 34 名（男
性 19 名，女性 15 名，平均年齢 68.71 才）を
対象に以下の調査を行った． 
（1）口腔水分量の計測と評価 
口腔水分計を用いて舌粘膜における水分

量を5回計測し，その平均値を舌水分量（LMV）
とした．この値が 29 ％以上を正常，29 ％未
満を口腔乾燥とした． 
（２）カルテと模型調査 
患者の性別，年齢，服薬の有無と種類，放
射線療法（RT）の有無と照射線量，頚部郭清
術（ND）の有無，研究用模型より残存歯数，
咬合支持の様式と有無，顎欠損の形態につい
て調査した．なお，咬合支持の有無は Eichner
の分類を用いて A群と B1から B3までを咬合
支持あり，B4 と C 群を咬合支持なしとした．
顎欠損の形態は Aramany の分類を利用して，
顎欠損が片側において部分的に限局してい
るもの（クラス 2）とそれ以外のもの（クラ
ス 1，3-6）に大別した． 
（３）統計分析 
２群間の検定には Mann-Whitney U test，
３群間の検定にはKruskal-Wallisを用いた．
相関分析には Spearman の順位相関，多変量
解析には尤度比検定とロジスティック回帰
分析を用いた．データは StatView-J5.0 (SAS 
Institute Inc., NC, USA)を用いて分析し，
有意水準は 5％とした． 
 
４．研究成果 
服薬は，15 名（44.1％）が受けており，放
射線療法は，24 名（70.6％）が術前に放射線
療法を受け，照射線量は 30～64Gy（平均
40.3Gy）であった．頚部郭性術は，20 名
（58.8％）が受けていた．残存歯数は，０～
12 本で平均 4.9 本であった．咬合支持の有無
は，咬合支持ありが 20 名（58.8％），なしが
14 名（41.2％）であった．顎欠損の形態は，
片側臼歯部に限局的なもの（クラス 2）が 18
名（52.9％），それ以外が 16 名（47.1％）で
あった(表 1)． 

次に，ロジスティック回帰分析の独立変数
として有効な項目を調査するために尤度比
検定を行った．その結果，放射線療法の有無，
頚部郭性術の有無，顎欠損の形態の違いの 3
項目が危険率 1％で有意な変数として検出さ
れた．そこで，これら 3項目を独立変数，口
腔乾燥の有無を従属変数としたロジスティ
ック回帰分析を行った結果，危険率 5％で，
放射線療法の有無，頚部郭性術の有無が口腔
乾燥と有意に関連する項目であることが示
された(表 2)． 



図 1 に放射線治療と頚部郭清のいずれか，
または両方がある群と放射線治療および頚
部郭清なし群における LMV を示す．LMV の 25
パーセンタイル，中央値，75 パ－センタイル
は，放射線治療と頚部郭清のいずれか，また
は両方がある群では，それぞれ 26.5％，
27.9％，28.7％であり，放射線治療および頚
部郭清なし群では，それぞれ 29.8％，30.8％，
31.4％であった．Mann-Whitney U test の検
定の結果，両群に危険率 1％で有意差を認め
た． 

図 2 に放射線治療および頚部郭清あり群，
放射線治療あり群，頚部郭清あり群における
LMV を示す．放射線治療および頚部郭清あり
群における LMV の 25 パーセンタイル，中央
値，75 パ－センタイルは，それぞれ 25.5％，
27.9％，28.3％であり，放射線治療あり群で
は，26.6％，27.5％，30.3％，頚部郭清あり
群では，26.6％，29.0％，30.6％であった．
Kruskal-Wallis の検定の結果，各群間に有意
差は認められなかった． 

 

表 3 に放射線治療と頚部郭清のいずれか，
または両方がある群と放射線治療および頚
部郭清なし群における LMV と残存歯数，顎欠
損の形態，咬合支持との関係を示す．
Spearman の順位相関の結果，放射線治療と頚
部郭清のいずれか，または両方がある群では，
これらの要因と相関は認められなかったが，
放射線治療および頚部郭清なし群では，LMV
は咬合支持と強い相関を認めた（ｒ＝-0.86，
p<0.05）． 
 

本研究結果から，上顎欠損患者における舌
の水分量は，放射線療法や頚部郭清の影響を
受けるが，放射線療法や頚部郭清を受けてい
ない場合，咬合支持の増加に有意に影響を受
けることが示された． 
これまでの研究報告より，義歯患者の最大
咬合力と咬合支持は咀嚼能率に対して強く
影響を及ぼすことや咬合力と唾液分泌量が
相関することが明らかとなっている．また，
口腔乾燥状態では，カンジダ菌の菌数や検出
率が増加することも明らかとなっている．咬
合支持と口腔乾燥との関連が示された本研
究結果より，咀嚼能力と口腔乾燥状態ならび
に口腔細菌との関連について強く示唆され
た． 
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